
                                            
 

 
 
 

 令和５年度 事業報告 

 

我が国の総人口は、令和６年３月の概算値では１億２，３９７万人で前年比５９万人の減少と

なり、６５歳以上の人口は３,６２２万７千人となり高齢化率は２９．２％となりました。小平市

の６５歳以上の高齢者人口は、約４万６千人で高齢化率は２３．８％となり、少子高齢化が進み

人手不足の社会状況の中で、一億総活躍社会の実現に向けて就業意欲がある高齢者の施策はシル

バー人材センター事業への期待が高まると考えられます。 

当センターの令和５年度の事業活動は、コロナ５類移行後、コロナ前の状況を戻すべく地域班

長連絡会の開催等、着実に実行しました。派遣事業の実績は微増なものの、請負・委任の事業実績

は会員と役職員の連携による努力の結果、会員数と共に増加となりました。令和５年１０月から

開始されたインボイス制度は、会員預かり消費税を支払うことによって、これまでよりも多くの

税金を納付することになりました。センターを取り巻く環境が依然として厳しい中ではあります

が、会員の精励な就業の努力によって、着実な事業運営が実施ができました。具体的には以下の３

つの事業を核として事業計画に沿った取り組みを実施しました。 

１つ目は、就業の提供と会員数の拡大です。パネル展や会員によるリーフレットの市内全戸配

布は新規入会に多くの反響がありました。市報こだいら２月２０日号一面にセンターの記事を掲

載していただきました。このような市報掲載やパンフレットのポスティングは大きな効果があ

り、会員拡大に繋がりました。総合相談コーナーでは、委員会を主体に新規会員へ就業の説明を

行うことで新規入会者に丁寧な案内ができました。 

２つ目は、安全を意識した取り組みとして、委員会による就業現場の巡回では、７月、１０

月、１２月に安全就業の点検を実施しました。巡回時には会員証のみならず「緊急連絡先カー

ド」の携帯確認を実施しました。また、自転車を利用する会員に向けてヘルメットの着用を呼び

掛けたり、自転車無料点検会を実施して自転車に対する安全意識に反響がありました。また、屋

外で作業する会員に熱中症予防対策助成を実施しました。 

３つ目は、地域社会貢献活動として、地域の防犯・見守りを兼ね、「防犯」の腕章をして約４

００人の会員が公報誌等を全戸配布する事業や、小平市との「空き家等情報の提供に関する協

定」に基づく活動を実施しました。ボランティア清掃活動では、恒例の市内幹線道路の一斉清掃

は規模を分散して委員会を主体に役職員と地域班長、高齢者館の就業会員を全体的に増員して実

施しました。 

このような中、令和５年度事業実績は、契約金額が約４億９,６３９万円で、前年度比６．２％

の増加でした。契約件数は７，６０７件で、前年度比１．０％の減少でした。年間就業延べ日・人

員は１３万４,４５４日・人で、前年度比７．０％の増加、就業実人員は９９８人で３．７％の増

加でした。就業率は８０．４％で、前年度比１．２ポイントの増加でした。 

労働者派遣事業の契約件数は、１０２件で前年度比２．９％の減少、契約金額は１,７２６万円

で、前年度比１．４％の増加となりました。小平市議会議員選挙事務補助では、１５４名の会員が

就業しました。 

コロナ禍において、計画的なポスティング活動等による効果によって会員拡大に繋がり、年度



                                            
 

 
 
 

末会員数は、１，２４１人で、２．１％増の３年連続の増加となりました。 

以下、主な事業の実施状況について報告いたします。 

１．就業の機会確保と提供 

（１）シルバー人材センター等労働者派遣事業は、「公益財団法人東京しごと財団小平派遣事業

所」として、派遣事業では３回目の選挙事務補助を受注し契約金額が順調に拡大しました。 

（２）就業拡大員をセンターに置き、民間事業者や家庭を対象としてリーフレットの配布や訪問

活動を行い、センター事業への就業機会の拡大や会員増強に取り組みました。 

（３）就業促進委員を中心に新入会員説明会の日程を入れた「会員募集チラシ」を作成し、重点

的に会員数の少ない地域に配布し、会員増強と就業の開拓に努めました。 

（４）平成２８年９月に策定された「シルバー人材センターの適正就業ガイドライン」の周知に

努めました。 

（５）「市報こだいら」一面にセンターの記事が掲載されたほか、学習教室の受講生募集、シル

バーガイドの募集記事を掲載し就業拡大、会員増強に努めました。 

（６）「就業の提供に関する取扱い基準」によって、継続業務における会員の就業を年齢に縛ら

れずに安全を考慮しながら、就業を提供することができました。 

（７）就業促進委員会を中心に総合相談コーナーで、新規入会者へ就業に繋がる説明を実施する

ことで具体的な案内ができました。 

２．研修・講習等 

（１）就業機会の拡大、事業運営の強化、及び就業に必要な知識・技能の付与・向上等を目指し

て、以下の研修等を実施、受講・参加しました。植木職会員での自主研修等を実施しました。 

  ① 東京しごと財団主催の研修等 

   「安全リーダー研修」（役員）「新任安全管理委員勉強会」（役員）「新任理事研修」

（役員）「フリーランスと契約方法の見直し」（職員）「シルバー人材センター職員の定年

制を考える」（職員）「適正就業ガイドライン研修」（職員）「公益法人会計の実務」（職

員）「人権・非行防止・個人情報保護研修」（職員）「シルバー保険事故対応力向上研修

会」（職員）「経営管理研修」（役員）「決算実務研修」（職員）「総会運営研修」（職

員）「新たな契約方法の具体的内容に関する説明会」（職員）「契約方法の見直しに係る

会計・税務処理上の研修」（職員）「派遣元責任者講習」（職員） 

 ② 第５ブロック主催の研修等 

   「安全就業推進のつどい」（役員・会員）「職員実務研修」（職員）「フレイル研修」

（会員） 

  ③ センター主催（支援）の研修等 

    「コンプライアンス・個人情報保護研修」（会員）「植木安全講習」（会員） 

３．社会奉仕活動の促進 

（１）センター役職員、広報・ボランティア委員会及び高齢者館就業会員と地域班長を増員し

て、市内幹線道路の一斉清掃を実施しました。 

（２）公報等の配布事業は、約４００名の会員が揃いのジャンパー、「防犯」の腕章を着用して



                                            
 

 
 
 

市内全域で一斉に活動したため、センター事業のＰＲはもとより、防犯や犯罪抑止に繋がり、

地域社会に貢献することができました。 

（３）「空き家等情報の提供に関する協定」について、公報等配布時に空き家調査を行い、この

年度は小平市へ３５０件の情報を提供しました。 

４．調査研究 

（１）社会参加の促進を図るため、ＡＥＤ取扱い研修、普通救命救急講習を行いました。 

（２）指定管理者業務を継続的に受注することを目的として利用者アンケートを実施し、管理員

の対応が、「良い」から「普通」が有料自転車駐車場は９６．２％、高齢者館は９８．２％

という評価は、会員が一生懸命努力している結果であると捉えます。 

(３) 労働者派遣事業の拡大で課題としていた選挙事務補助にこの年度も就業し、反省点等を検

証して今後の改善事項としました。 

５．相談業務 

（１）「総合相談コーナー」では、就業促進委員会委員を中心に新規入会者へ就業に繋がる説明

を行うことで、就業を選ぶまでの具体的な対応ができました。 

（２）就業促進委員会で就業等相談会を２回開催して、参加者のほとんどを就業に結び付け、退

会抑制に繋げました。 

６．情報の収集、提供及び普及啓発活動 

（１）会員手作りの広報誌『年輪』を年４回発行し、会員の状況、センター事業に関する適切な

情報提供を行い、会員相互の連帯やセンター事業活動の理解を深めました。 

（２）毎月２回の新入会員説明会で、理事が輪番でセンターの基本理念や事業内容等を説明し、

趣旨に賛同いただける方の入会促進に努めました。 

（３）１０月と２月に感染防止に配慮して規模を縮小しながら、センターパネル展を実施しまし

た。 

（４）ホームページを活用し、センターの事業計画、事業報告等を公開して最新の情報を会員、

発注者、関係機関に発信し、情報の共有化を図り、円滑なセンター事業を促進させました。 

（５）全国シルバー人材センター事業協会、東京しごと財団、第５ブロックＳＣ主催の各種会議

に参加して、高齢者の就業に関する情報の収集と提供に努めました。 

（６）センターパンフレットを市内全戸配布して、会員募集や受注拡大に努めました。 

（７）小平市の「市民便利帳」や「にじバス時刻表」、「小平市全図」のマップ、「ごみ・資源

指定収集袋」に広告を掲載して、センターのＰＲに努めました。 

７． 安全就業 

（１）組織活性・安全委員、安全就業推進員等が、７月、１０月、及び１２月に就業現場の巡回

指導を実施し、安全就業の徹底を図りました。植木職グループでは、作業現場の巡回を毎月実

施しました。 

（２）「安全標語」の募集、「シルバー保険制度」の周知、交通事故傷害保険の加入促進、熱中

症予防の周知を行い、安全意識の普及啓発に努めました。 

（３）自転車安全点検会を実施して、努力義務化されたヘルメットの普及と着用に努めました。 



                                            
 

 
 
 

（４）センターの車両を運転する際に、酒気チェックを実施すると共に、バック運転する際には

同乗者が降車して後方確認をする体制を整えました。 

８．管理・運営事項 

（１）センター事業の適正かつ円滑な運営を図るため、以下の活動を行いました。 

ア 定時社員総会 

開 催 年 月 日 場  所 主 要 議 題 

第１３回 

令和5年6月20日 

小平市福祉会館 

市民ホール 

1. 令和4年4月1日から令和5年3月31日までの

計算書類等の承認の件 

2. 理事15名の選任の件 

3. 監事1名の選任の件 

イ 理事会 

№ 開 催 年 月 日 主  要  議  題 

1 令和5年4月27日 

1． 入会会員の承認について 

2． 特別会員の承認を求めることについて 

3． 会員の表彰について 

4． 決算監査について 

5． 令和4度事業報告（案）について 

6． 退職金支給規程に基づく定年退職に準ずる退職の調整額について 

7． 規程等の改正（案）について 

8． 令和4年度計算書類等の承認の件について 

9． 理事15名の選任（案）の件について 

10. 監事1名の選任（案）の件について 

11. 総会の議案・報告事項等について 

2 令和5年5月25日 1． 入会会員の承認について 

3 令和5年6月20日 

1． 会長、副会長の選定について 

2． 代表理事の選定について 

3． 常務理事、業務執行理事の選定について 

4． 新入会員説明会の割当について 

5． 専門委員会の割当について 

4 令和5年6月22日 

1． 入会会員の承認について 

2． 顧問の選任について 

3． 理事の担当地区の割当について 

4． 特定資産の取り崩しについて 

5． 仕事別グループ担当理事の承認について 

5 令和5年7月27日 1． 入会会員の承認について 

6 令和5年8月24日 1． 入会会員の承認について 



                                            
 

 
 
 

№ 開 催 年 月 日 主  要  議  題 

7 令和5年9月28日 

1． 入会会員の承認について 

2． 熱中症予防対策助成事業（案）について 

3． 令和5年度ボランティア活動実施要領について 

8 令5年10月26日 1． 入会会員の承認について 

9 令和5年11月24日 

1． 入会会員の承認について 

2． 「職員給与規程」の一部改正（案）について 

3． 「職員の等級及び初任給に関する基準」の一部改正（案）について 

4． 「職員の勤勉手当に関する基準」一部改正（案）について 

5． 「準職員就業規則」一部改正（案）について 

10 令和5年12月28日 

1． 入会会員の承認について 

2． 規程等の改正（案）等について 

3． 令和6年度専門委員会事業計画（案）について 

4． 令和6年度予算編成方針（案）について 

5． 役員賠償保険の加入について 

11 令和6年1月25日 1． 入会会員の承認について 

12 令和6年2月22日 

1．入会会員の承認について 

2. 令和6年度事業計画（案）について 

3. 令和6年度収支予算書（案）・収支予算書内訳書（案）・資金調達 

及び設備投資の見込みを記載した書類について 

13 令和6年3月28日 

1. 入会会員の承認について 

2. 「準職員就業規則」の一部改正（案）について 

3. 理事とセンターとの取引の承認について 

ウ 専門委員会等 

 議 名 回 数 

組織活性・安全委員会 ５回 

就業促進委員会 ５回 

広報・ボランティア委員会 ３回 

エ 地域班長連絡会 

３回開催しました。 

 オ 地域班長懇談会・地域班会議・地域懇談会等 

  地域班会議（第１地域）を実施しました。 

 カ 仕事別グループリーダー・担当理事の懇談会 

   各仕事別グループで「コミュニケーション」をテーマに実施しました。 


